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日頃より当センターの事業に御理解と御協力

を賜り、厚くお礼申し上げます。今年度の研修

講座につきましては、「“これからの学び”につ

ながる“授業力”向上」をテーマとして開講され、

受講者延べ4,585人の参加があり、お陰をもちま

して1月28日をもって183講座すべて終了しまし

た。教職員の皆様におかれましては、学校での

業務等多忙な毎日を送る中、 “来所型研修”に参

加・受講いただきありがとうございました。

また、 “訪問型研修”としての「校内研修等講

師派遣事業」につきましては、学校等への指導

主事等の派遣回数190回、参加者数延べ5,565人

でありました。特に今年度は日程の調整がつか

ず、訪問をお断りするケースも多々ありました

が、それでも、前述の研修講座参加者数と合わ

せますと年間で約１万人(延べ人数)の教職員が

何らかの形で研修に参加したことになります。

話は変わりますが、当センターは長野冬季五

輪での“原田選手の大ジャンプ”に日本中が沸い

て間もない1998年春にオープンしました。それ

から平昌冬季五輪(2018)まで５度の冬季五輪を

経て“成人”となり、今年度でセンターは２1年目

を迎えております。この間、私は縁あってセン

ターと学校間の転入出を何度か繰り返し、ソル

トレイクシティ、トリノ、ソチと計３度の冬季

五輪が開催されたときは当センターにて勤務し、

研修講座の業務等に関わってきました。

センター開所以降、学習指導要領は３回改訂

(1998,2008,2017年告示)されました。1998年の

改訂では「教育内容の厳選」や「総合的な学習

の時間の新設」、2008年の改訂では「各教科等

における言語活動の充実」など時代の流れとと

もに学力観もその都度見直されてきました。今

回の改訂(告示)は、これからの予測困難な社会

構造の急激な変化に応じた内容となっており、

高大接続システム改革会議の最終報告(2016.3)

では「我が国と世界が大きな転換期を迎えた現

在、この教育改革は、幕末から明治にかけての

教育の変革に匹敵する大きな改革であり、それ

が成就できるかどうかが我が国の運命を左右す

ると言っても過言ではない」と述べられており

ます。新学習指導要領は幼稚園ではすでに今年

度から実施され、小学校・中学校では今年度か

らの移行期間を経てそれぞれ2020・2021年度か

ら完全実施、高等学校は2022年度から年次進行

で実施されます。当センターでは国や社会の動

向を踏まえながら、学校を支援するために主業

務である研修・研究・教育相談・教育情報の収

集及び提供等をこれからも充実させていきます。

次年度(2019)の研修講座は、「“これからの社

会を生き抜く力”を育む“教師力”の向上」をテー

マとして開講いたします。どの研修講座も、教

職員の専門性及び資質・能力の向上を目指し、

昨年２月に策定した「校長及び教員の資質の向

上に関する指標」を踏まえ、学校組織・運営の

充実とこれからの時代に対応した教職員の資

質・能力の向上につながるものとなるよう編成

しました。今年度とのテーマの違いを一言で表

すと“授業力”向上から“教師力”向上へ変わった

ことです。これを数学で用いる集合の包含関係

で表現すれば “授業力”⊂ “教師力” となりま
す。つまり、今まで以上に教師の力量が幅広く

求められ、そこには学び続ける教員であってほ

しいという願いが込められています。

当センターでは、研修プラン等の立案に役立

てていただくため、「キャリアプランシート」

を作成しWeb公開しています。センターWeb

ページの「校長及び教員の資質の向上に関する

指標」のバナーからシートをダウンロードして

ください。先生方には、このシートを活用して

いただき、将来自分が目指す教員像を踏まえた

上で、どのような道筋で資質の向上を図ってい

くかというキャリアパスを意識しながら自身の

長所や個性の伸長を図っていくことに役立てて

いただければ幸いです。

これからも当センターは教職員の皆様と共に

子どもたちの未来を創るために、所員の心と力

を結集して学校を支援して参ります。今後とも

何卒よろしくお願いいたします。

（県総合学校教育センター 副所長 成田弘行）

“授業力”向上から“教師力”向上へ



2019年度 特色ある講座の紹介



このほかの特色ある講座については、
3月14日付けで、各学校へ配付しま
した『2019年度研修講座案内』にて、
紹介していますので、そちらもご覧
ください。


